
 
 

 

  

 

   

 

主催：立命館大学国際言語文化研究所 ヴァナキュラー文化研究会

共催：サントリー文化財団「「語りえない人々の語り」に関する超域的研究」プロジェクト 

 
 
 
  

日時 2010 年 4 月 3 日（土）13：00～17：30 

場所 立命館大学 衣笠キャンパス(諒友館 839 教室) 
 

1 部 研究発表 13:00-15:25     （司会 西山淳子） 

13:00-13:30 「日韓の言語表現―人称の相違について」   大東文化大学博士課程 呉秀賢

13:35-14:05 「話し手の論理と聞き手の論理は日本語にどのように反映されているのか 

─英語との比較を通して」 立命館大学 海寳康臣

（司会 海寳康臣）  

14:20-14:50 「『ている』と『た』から日本語の文脈依存性を考える」 立命館大学 西山淳子

14:55-15:25 「『言う』と『思う』の言語学─日本語の発話と思考の発想様式」 

大東文化大学 田中寛

   

２部 講演 15:40-17:30       （司会 西山淳子） 

「『ここ、そこ、あそこ』の認知類型論―言語は空間をどう分割するか」

 講演者 筑波大学 今井新悟 氏 

 

 

 

講演者プロフィール 

ニューヨーク州立大学バッファロー校 Ph.D（言語学）。 400 以上の言語の指示詞による空間

表現について、認知・類型論的な観点による研究を行う。高等学校国語教諭の後、東京外国語大

学で修士号（日本語学）を取得後、フィリピン大学（国際交流基金派遣）で日本語教育、国際交

流基金日本語国際センターにおいて海外日本語教師養成および外交官の日本語教育、さらにイン

ド（国際交流基金派遣）においてインド・ネパール・スリランカの日本語教育アドバイザー業務

に従事した。帰国後、2002 年から山口大学留学生センターに勤務した後、2010 年 4 月から筑波

大学人文社会学研究科兼留学生センター。研究分野は、認知言語学（空間認知、メタファーなど）、

日本語学（モダリティー、助詞など）、日本語教育（教材開発など）、テスト理論（J-CAT：Japanese 

Computerized Adaptive Test など）等、多岐にわたる。著書 Spatial Deixis: How Finely Do 

Languages Divide Space?（2009）VDM Verlag. をはじめ、著作は認知言語学、機能文法、日本

語学、日本語教育関連などがある。 



 
 

 

  

 

 

ワークショップ開催趣旨 

グローバル化の時代である現代、英語が国際語としての地位を築き、コミュニケーシ

ョンのツールとしての言語の重要性が益々強調されるようになる一方で、それぞれの言

語に内在する特性やその独自性、そこに映し出される文化の意義を、我々は見過ごして

しまいがちなのではないか。  

 

 現在、日本には多くの留学生が滞在し、海外でも多くの人々が日本語を学び、日本の

文化・社会を勉強している。彼らにとっても、コミュニケーションの媒体として日本語

のみならず、日本語そのものに内在する特性や言語文化を学ぶことは、日本語文化への

深い理解と関心に繋がり、更なる研究へといざなう。日本語の母語話者も、しばしば他

の言語、例えば、身近な英語との比較を通じ、その言語構造、意味体系、言語行動の違

いに気付き、驚き、その面白さを知り、そして、人々に伝えたいと感じる。つまり、現

代の時代においては、言語に内在する特性はその言語の活力の源なのである。 

  

このワークショップでは、日本語の言語現象について、日本語学・英語学•言語学の専

門家により、統語論、認知言語学、意味論、語用論、また、他言語との対照言語学など、

さまざまな角度から考察を加え、この時代に忘れられがちな日本語の特性や独自性につ

いての議論を通じて、グローバリゼーション世界における日本語の感性と活力に迫る。

  

   参加無料、皆様のご来聴をお待ちしています。

お問い合わせ先：立命館大学国際言語文化研究所

TEL：075-465-8164 FAX：075-465-8245

E-mail:genbun@st.ritsumei.ac.jp 

 

 
 
  

立命館大学衣笠キャンパス キャンパスマップ 
竜安寺 

← 

☆
金閣寺

→
きぬかけの道 

正門
西門 堂本印象美術館  

東門

☆会場：諒友館 3階 839 教室 

JR京都駅から市バス 50・快速 205「立命館大学前(終点)」下車 

市バス 205(西大路方面行)「衣笠校前」下車、西へ徒歩 5分東門着 


